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研究要旨 

岩手県が予定している「岩手県医療情報連携基盤」の先行モデルとして、岩手医科大学内に  

「いわて医療情報連携・遠隔医療システム」を構築し、遠隔医療の拠点病院が、医療情報連携・ 

遠隔医療支援を安定的かつ包括的で一元的に推進するために、設備、運用、教育等に関する以下 

の検討を行った。（１）「いわて医療情報連携・遠隔医療システム」に岩手医科大学医療情報 

リポジトリを構築し、電子カルテシステムの異なる岩手医科大学附属病院と連携医療機関との間 

で、ベンダーに依存することなく、SS-MIX/SS-MIX2と部門システムの診療情報を共有する患者紹 

介システムの有用性と問題点を検討した。（２）フルHD対応のテレビ会議システムを電子カルテ 

の端末として利用する症例コンサルテーションシステムを構築し、有用性と問題点を検討した。 

地元の担当医と大学病院の専門医が、ディスプレイに表示されるSS-MIX/SS-MIX2と部門システム 

の診療情報を共に見ながら相談することの有用性が示された。モバイルネットワークとスケーラ 

ブル符号化技術を採用し、専門医がタブレット端末により病院外からも相談に応じることを可能 

にした。（３）医療情報連携ネットワークは、接続形態の拡張性や通信速度、コスト面から、専 

用線ではなく、閉域IP通信網で接続することとし、セキュリティを高めるために大学内で暗号化 

（IPSec）するシステムを構築した。（４）従来の紙による情報の授受が一過性のものであるの 

に対して、ITによる医療情報の授受は継続的に行われる可能性があることから、同意書、申請書 

の整備について検討を行った。医療情報連携の運営主体のあり方と各医療機関の関係について、 

委託や第三者提供、共同利用等を検討した。（５）遠隔画像読影と遠隔病理診断について県内基 

幹病院のネットワーク化を検討した。（６）医療支援を安定的に行うための人員体制について、 

「いわて医療情報連携・遠隔医療システム」における医療クラークとシステムエンジニアの役割 

を検討した。 

 

１．研究目的   

人口減少と医療過疎が進む中で起きた東

日本大震災の被災地では、患者の住民情報

やカルテなど多くの重要な情報が消失した。

そのなかにあって、医療クラウド「岩手県

周産期医療情報ネットワーク」による妊婦

情報の共有が母子の健康を守り、医療情報

の連携と保全の有効性が示された。    

被災地域は医療過疎が進んだ地域であるこ

とから、情報機器等を活用した遠隔医療が住

民に良質な医療を提供する一つの方法と考え

られるが、現状は特定の医療機関、診療科間



における個別的な対応に留まっており、住民

の医療・健康上の多様な問題に対して、複数

の医療機関、診療科、医師が医療情報を共有

し、連携して支援するまでに至っていない。

また、送信者・受信者である医療従事者の負

担も大きい。さらに、遠隔医療の安全性、妥

当性、効果に関する検証も十分とはいえない。 

本研究では、遠隔医療の拠点病院が、医療

情報連携・遠隔医療を安定的かつ包括的で、

一元的に推進するための設備、運用、教育等

に関する問題点を検討した。検討にあたって

は、厚生労働省「医療情報システムの安全管

理に関するガイドライン第 4.2 版」を遵守す

ることとともに、東日本大震災被災地にある

中核４病院から岩手医科大学に対して寄せら

れた医療情報連携・遠隔医療に関する以下の

要望を考慮した。ⅰ）地域毎、病院毎に不足

する専門医が異なる一方、高齢者を中心とす

る患者の病態は多様であることから、どの専

門領域にも対応できる大学病院・特定機能病

院の支援が欠かせない。ⅱ）現行の患者紹介

では、画像データの CD への焼き付けや検査デ

ータの転記等に多くの時間を要し、医師不足

の現場における負担が大きい。患者紹介のオ

ンライン化によって負担を軽減して欲しい。

ⅲ）患者の治療方針や緊急時の判断について、

電子カルテ上の画像や検査データを共有しな

がらリアルタイムで相談に応じて欲しい。ⅳ）

遠隔放射線画像診断と遠隔病理診断を広めて

欲しい。 

 

２． 研究方法   

岩手県が構築を予定している「岩手県医療

情報連携基盤」の先行モデルとして、岩手医

科大学内に「いわて医療情報連携・遠隔医療

システム」を構築し、医療情報を病院間、診

療科間、医師間で共有し、震災等に強い冗長

性を確保した医療情報連携システムについて

検討した。特に SS-MIX 等の利用により医療情

報をベンダーに依存することなく円滑に共有

できるシステムを検討した。モバイルネット

ワークとテレビ会議システム等を積極的に利

用することにより、専門医が病院の内外を問

わず医療情報を共有するシステムの構築を試

みた。医療情報連携のために網羅すべき情報

の範囲、個人情報保護と同意の取得等、運用・

管理に関する検討や医療支援を安定的に行う

ための人員体制、通信費や課金制を含むコス

トに関する検討を行った。岩手医科大学が行

う遠隔画像読影や遠隔病理診断等を全県の医

療機関に拡大するための検討を行った。 

倫理面への配慮 

患者情報を扱うテレビ会議システムの研究

とモバイルネットワークの利用に関する実証

実験では患者情報や画像は匿名化し、個人を

特定できないようにした。医療情報へのアク

セスは VPN と IPSecのシステムを介して行わ

れ、登録した携帯情報端末を識別するととも

にパスワード管理によって携帯情報端末の所

有者以外はデータを閲覧できないようにして

行った。 

 

３．研究結果   

（１）クラウド型医療情報リポジトリの構 

築：「いわて医療情報連携・遠隔医療シス 

テム」に岩手医科大学医療情報リポジトリを 

構築し、電子カルテシステムの異なる岩手医 

科大学と連携医療機関との間で、同意を得た 

患者について、ベンダーに依存することなく、 

SS-MIX/SS-MIX2と部門システムの診療情報を 

共有する患者紹介システムの有用性と問題点 

を検討した。このシステムによれば、紹介元 



では、手紙やCDによる従来方式に比べ、より 

詳細な情報を容易に提供することができ、紹 

介先では患者の来院前にそれらを参照できる。 

施設間の一連の診療情報を時系列形式で一覧 

できることから、切れ目のない診療が可能に 

なることが示された。 

（２） テレビ会議を用いた症例コンサルテ 

ーションの構築：フルHD対応のテレビ会議シ 

ステムを電子カルテの端末として利用する症 

例コンサルテーションシステムを構築し、小 

児科、内科、心臓外科、脳外科、産婦人科、 

放射線科等、複数の診療科において運用を行 

い、有用性と問題点を検討した。地元の担当 

医と大学病院の専門医が、ディスプレイに表 

示されるSS-MIX/SS-MIX2と部門システムの診 

療情報を共に見ながら相談することの有用性 

が示された。患者自身や家族、関係する多職 

種も、当事者として協議に直接参加できるこ 

との意義も評価された。また、通信が不安定 

なモバイルネットワーク環境でも動画像等を 

乱れなく受信するためのスケーラブル符号化 

技術を採用することで、専門医はタブレット 

端末により病院外からも相談に応じることが 

可能になった。 

（３）医療情報を安全に交換するネットワ 

ークの検討：医療情報連携ネットワークは、 

接続形態の拡張性や通信速度、コスト面から、 

専用線ではなく、閉域IP通信網で接続するこ 

ととし、さらにセキュリティを高めるために 

大学内で暗号化（IPSec）するシステムを構築 

した。このシステムでは導入のための初期費 

用、維持費用とも大幅に低減できることが示 

された。 

（４）医療情報連携の運用と管理に関する検 

討：従来の紙による情報の授受が一過性のも 

のであるのに対して、ITによる医療情報の授 

受はある程度継続的に行われる可能性がある 

ことから、同意書、申請書の整備について検 

討を行った。また、医療情報連携の運営主体 

のあり方と各医療機関の関係について、委託 

や第三者提供、共同利用等の検討を加え、  

「いわて医療情報連携・遠隔医療システム」 

運用規定に反映させた。 

（５） 遠隔画像読影と遠隔病理診断に関す 

るネットワーク化の検討：画像データ管理体 

制として、必要最小限のデータの維持は各病 

院で行うこと、保存用の画像データを岩手医 

科大学におくこと、日常診療に利用するため 

の画像データ（レポートを含む）の共有化を 

個別に進めることが検討された。特に遠隔画 

像読影の結果の品質が担保されるシステムの 

重要性が強調され、そのためには放射線科以 

外の臨床情報の効率的な共有化、可視化が必 

要であることが示された。遠隔病理診断では、 

津波と地震による病理情報の被害を受けて、 

ガラス標本のデジタル化、病理診断情報の共 

通化・共有化とデータベース化が検討された。 

（６） 医療支援を安定的に行うための人員 

体制に関する検討：「いわて医療情報連携・ 

遠隔医療システム」において医療クラークと 

システムエンジニアの役割を検討した。医療 

圏毎に医療機関の役割分担と連携が求められ 

る中で、医療情報連携のための医療クラーク 

とシステムエンジニアは欠かせない人的資源 

と考えられた。 

 

３． 考察 

人口減少と高齢化が全国に先駆けて進む

中で起きた東日本大震災により、岩手県で多

くの医療機関が被災し、未だに復興途上にあ

る。人口減少の下、医療需要・介護需要が急

速に変化する地域社会を生き抜くためには、

医療機関等の連携により広域で医療情報を効

率的にやりとりできる地域医療情報連携ネッ



トワークを構築する必要がある。私たちは本

研究に基づき、岩手医科大学矢巾キャンパス

の災害時地域医療支援教育センター内に医療

情報リポジトリを設置し、SS-MIX 標準化スト

レージを開始する一方、医療クラウド「岩手

県総合医療情報リポジトリ（仮称）」を中心

とする「岩手県医療情報連携基盤（仮称）」

を大震災後の岩手県における医療情報連携の

基幹システムとして提言した。それを受け、

岩手県では、2013 年 12 月、「岩手県医療情

報連携推進協議会設立準備会」が組織された。

今後、この準備会は岩手県医療情報連携推進

協議会に移行するとともに、本研究で提起さ

れた様々な課題を地域医療構想（ビジョン）

の策定等の医療政策に活かしていく予定で

ある。 

 ICT の活用により医療情報連携と遠隔医療

を一体化した「岩手県医療情報連携基盤（仮

称）」は、住民、患者の高度医療へのアクセ

スを保証する一方、クオリティとコストを並

立させ、医師不足にも対応した、全国の過疎

地、被災地医療にとって新しい医療モデルと

なりうる。一元的で持続可能な医療情報連

携・遠隔医療支援システムを構築するうえで、

医療情報の標準化・最小化と費用負担の軽減

が最も重要な課題である。 

本研究で提案しているテレビ会議システム

やモバイルネットワークを利用した医療情報

連携と遠隔医療は、県域を越えて広域での医

療連携を可能とする。また、安価で持続可能

なシステムであることから、国内の他地域は

もちろん、医療資源の乏しい海外においても

医療情報連携の発展に資するものと考える。 

人口減少が進む中で、住民の安全な生活を

支える医療と介護を効率よく提供するには、

広域医療圏において、「人のちから」と「組織

のちから」、そして「情報のちから」を結集す

る必要がある。国も新しい診療報酬体系のな

かで進める「主治医制」を柱とした「地域包

括ケアシステム」において、かかりつけ医と

特定機能病院とのより密接な連携を求でてい

る。本研究が提案する ICT の活用と各医療機

関の役割分担を結びつけた広域医療情報連携

ネットワークシステムは、新たな医療資源で

あり、新時代の医療システムとなる可能性が

ある。 

 

５．結論 

遠隔医療の拠点病院として医療情報連携・

遠隔医療を推進するために、「岩手県医療情報

連携基盤（仮称）」の構築を提案し、先行モ

デルとして、岩手医科大学内に「いわて医療

情報連携・遠隔医療システム」を構築した。

ベンダーに依存しない、持続可能な医療連携

の実現には、情報の標準化・最小化と費用負

担の軽減が重要である。遠隔画像読影と遠隔

病理診断を全県でネットワーク化するシステ

ムについて検討した。スケーラブル映像符号

化技術やモバイルネットワークを利用するこ

とで県域を越えた広域医療連携と経費削減が

可能になることが提起された。 
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